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V75a VERAの現状と今後のシステム向上
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　天文広域精測望遠鏡 VERAの進捗状況について報告する。VERA計画は、水沢・入来・小笠原・石垣島の
４局に口径 20mの電波望遠鏡を設置し、２ビームシステムを導入して位相補償VLBI観測専用アレイとして観測
し、10マイクロ秒角の位置検出精度を達成することを目指すものである。2002年 3月に 4局目である石垣島局が
完成し、試験観測を開始している。これらの試験観測の状況および性能について報告する。また、2003年度冬期
より試験的な共同利用観測も開始する予定であり、10月にユーザーズミーティングを予定している。　また試験

観測の過程において、43GHzにシステム雑音温度がたいへん高いことが判明している。これを改善するために、
フィドームの低損出化、LNAの低雑音化などを目指している。フィドームについては、ゴアテックスにテフロン
を含浸した素材を使用する。また LNAについては HEMTアンプを本格的にMMIC化することによって安定性
と低雑音化を図る予定である。22GHz,43GHzでのシステム向上後の観測感度予想についても言及する。


